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【1】研究の背景と目的　建築は本来、構造体・壁・床・

開口・設備などの断片的要素が相互に関係づけられ

ることで統合的な全体性を獲得する。一方で現代日

本の住宅は、戦後の機能分節型の合理的計画により

生活像が画一化され、空間要素が特定用途に固定化

される傾向が生じた結果、用途の重層性や行為生成

の余地を失った。こうした画一化された空間に対し、

コーリン・ロウ著『コラージュ・シティ』は、都市

スケールにおいて異質な断片の併存と再編によって

多層的な統合性を導く視座を提示した。この視座を

踏まえて、本研究ではコラージュ概念を住宅スケー

ルに応用し、空間要素を単一機能に対応した部位と

してではなく複数の行為を誘発する潜在的関係の集

合として捉え直すことで断片的空間要素を再構築す

る手法を「意味論的コラージュ手法」
注1)

と定義し、

これを用いて行為の重層性と生活変化を受容する住

空間の可能性を試作することを目的とする。

【2】研究概要　本研究では「意味論的コラージュ手

法」による空間要素の操作改変が観察できる建築事

例から、空間要素の再解釈と関係性再編のパターン

を抽出、分析することで、手法による空間構成への

効果を導出する。分析結果をもとに、近代の宅地造

成住宅地によって画一化した住環境のあり方に対す

る具体的提案を行い、住宅地での暮らしにおける展

望を示す。

【3】要素の抽出と分類・分析

3-1. 分析対象　建築専門誌『新建築住宅特集』

（2000-2024）に掲載された住宅のうち、「意味論的

コラージュ手法」による空間要素をもつ 60 件
注2)

を

対象とする。

3-2. 空間要素の分析　対象事例の言説および建築

図面より、15 個の空間要素 ( 図 1) と 10 個の編集

操作 ( 図 2) の組み合わせからなる 32 個の設計パ

ターンを導出し、11 個の操作意図とのクロス集計

表を作成した ( 表 1)。建築躯体に着目すると、自

然環境や周辺環境とのつながりを生む住空間にする

ための設計パターンが多く見られた。建具・家具で

は、設計段階から家具スケールの物に対しても新た

な空間を生む手がかりを得ようとする視点から、境

界の操作や居場所の創出に寄与する設計パターンが
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図 8.立地環境の特徴と設計敷地の選定
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図 5.計画敷地と土地開墾の変遷
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多く見られた。

3-3. シーンの作成と分析　事例から導出した空間

要素・操作・意図によって生じた空間の特性や住ま

い手に与える影響の関係を、〔A〕～〔S〕の 19 個のシー

ンに整理し ( 図 3・表 2・図 4)、内外への操作・環

境 /行為への干渉の観点から分析と考察を行う。環

境に対する干渉に着目すると、垂直方向の空間要素

によって内外空間の環境を変化させる傾向が見られ

た。生活行為への干渉に着目すると、水平方向の空

間要素によって内部空間の環境を変化させる傾向が

見られた。また〔E〕〔F〕〔G〕〔L〕〔M〕より、家具

や建具にオーバースケールを意図的に作用させるこ

とでオブジェクトの影響範囲を拡張する事例が多く

見られた。これらの分析結果を踏まえ、「意味論的

コラージュ手法」を住空間へ適応する際には垂直方

向の空間要素による境界の変化と水平方向の空間要

素によるアクティビティの誘発性を起点としつつ、

建具や家具のスケールや形状を操作することで建築

躯体と同等の関係を持たせることが有効であると考

える。この知見をもとに住空間の設計を行う。

【4】建築計画

4-1. 対象敷地　プロジェクトの対象地は私の祖父

母が住む神奈川県横浜市栄区の住宅地（図 5）に定

める。ここは戦後の宅地開発によって各家族ごとに

機能分節された住宅が建ち、擁壁による段状敷地に

よって近隣住民同士のコミュニティが物理的に分断

される状況を作っている。このような現代の日本郊

外の典型となる住宅地を敷地として選定し、その再

編と持続可能な暮らしの在り方を提案する。

4-2. アンケート・ヒアリング調査　これまでの住

宅地の環境やコミュニティの変遷および住環境の

現状を把握するため、住民へのアンケート調査 (図

6)とヒアリング調査(図 7)を行う。調査結果より、

住民の高齢化やご近所付き合いの希薄といったコ

ミュニティの現状に問題点を抱える一方で、近隣小

学校の子供たちの活気や地域独自の班制度など、多

世代交流のきっかけとなる要因も見られた。

4-3. 立地環境の分析　段状の敷地に対する住宅の

配置関係を整理するために、各住宅の敷地境界と

玄関位置を示す配置図を作成した（図 8）。北側の

3 段は南北方向に擁壁があることで隣接する坂道

や擁壁の階段からアクセスする配置計画になるこ

とから、垂直方向の分断が特徴的である。一方で

GL+10,100 の最も南の段は車道と同じレベルに位置

し、車道側からアクセスする配置計画であることか

ら、東西の隣家同士の分断が特徴的である。以上の

立地環境の違いから、祖父母が住む Case.A と現在

空き家となっている Case.B を設計敷地に選定した。

【5】コミュニティネットワークの立案
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5-1. 団地コミュニティの形成事例調査　住宅設計

を行うにあたり、住宅内部に閉じた生活範囲を拡張

し、公共性を併存させる住空間の再編方針を導くた

めに、団地コミュニティの形成を目的とする 7事例

の建築を対象に形成要因の分析を行う。各事例の事

業内容をスキーム図に整理することで、地域住民の

交流を促すコミュニティの形成要因を抽出した。こ

れにより『地域産業』『職住一体』『他世代誘致』『ワー

クショップ』『日常利用とイベント利用の内包』『地

域拠点』を導出した。

5-2. ネットワーク立案　4-2 で明らかになった住宅

地の現状と 5-1 で導出したコミュニティ形成要因を

もとに、住宅地の班単位によるコミュニティ形成

を持続していくためのネットワークを決定した ( 図

9)。住民同士の物理的な分断要因となる擁壁を、地

域交流の拠点や職住一体の生活へとシフト可能な公

共性を持った場へと転換し、他世代との関わりや子・

孫世代への住み継ぎ等の多様な状況に適応可能な基

盤を形成する。

【6】設計提案

6-1. 設計概要　街路に囲まれた班単位の区画内で

異なる立地条件を持つ Case.A と Case.B の 2 棟の住

宅を設計する。生活機能を内包するプログラムコア

と、班コミュニティ形成の場となるコネクションエ

リアを持つ構成とすることで、住まい手の暮らしと

地域活性の両義性をもつ住宅像を提案する。

6-2-1. 空間要素の提案　現代住宅の事例分析では

見られなかった空間要素や、 敷地特性と空間構成から

導出した空間要素に 「意味論的コラージュ手法」 を用

いて住宅の全体を形成する。 各空間要素はプログラム

コアとコネクションエリアの形成や横断関係を生む要因

となるよう計画する。

Case.A：縦のつながりを生む大きな階段をもつ家

擁壁に挟まれた敷地によって高さ方向に分断されて

しまう特性を持つことから、縦方向に接続する大き

な階段を起点とした住宅を提案する ( 図 10)。ここ

では現在この敷地に住む祖父母を住まい手に想定し

つつ、子・孫世代へ住み継ぎ可能な住宅として設計

する。

6-2-2. 空間構成　上下の擁壁と隣家、動線となる

坂の四方に対して地域住民との交流機会の場を提案

するために、入れ子状の空間構成とした。キッチン

を隣接する南側の土間はベンチ化された擁壁まで広

がり、戸を開放することで、シェアキッチンや班集

会等の地域拠点に変容する。

6-2-3. 空間要素の関係例　高さ方向の移動を誘発
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Case.B

する階段に、住まいの居場所となる滞留性を持たせ

るために、踏面の幅と奥行を拡張した「とぐろ階段」

を導出した。同様に滞留性を意図して街灯のシェー

ドを拡張した「街灯帽子」や落下防止のためのフェ

ンスを変形させた「バリケードベンチ」と隣接する

ことでアウトドアリビングを形成し、地域住民の憩

いの場としても利用できる庭先空間を生む。

Case.B：隣向かいと接続する大きな引き戸が動く家

団地の班の境界となる段状敷地の最上地に位置する

ことから、隣向かいの家との分断が現れる敷地であ

る。したがって境界を操作する戸を起点とした住宅

を提案する ( 図 11)。ここでは新たにこの団地に住

む子育て世代を住まい手に想定し、近隣住民や子供

たちの交流機会をもたらす住宅として設計する。

6-2-4. 空間構成　隣向かいの住民との接点を持ち

ながら住まい手のプライベート確保を両立するた

め、分棟型の空間構成とした。分棟は開口によって

境界を操作可能にしつつ、キッチンや水場がプログ

ラムコアを横断することで地域住民との共有可能な

状態を生み出す。

6-2-5. 空間要素の関係例　境界の操作を誘発する

引戸に対し、地域住民との交流機会を促すアクティ

ビティを持たせるために、スケールを拡張しつつ収

【脚注】　注 1) 河野真理著『切断の時代』P5-8 に記されるコラージュの定義および手
法の分類を基に、設計手法における意味論的コラージュを定義する。　【参考文献】　1)

『コラージュ・シティ』,2009, 鹿島出版会　2)『切断の時代』,2007, ブリュッケ　3)『新
建築住宅特集』,2000.1-2024.12, 新建築社　4)『新建築』,2017-2025, 新建築社　5)
日経 BP PPP まちづくり特集 (https://project.nikkeibp.co.jp/ppp/)

納やタープ、テーブルなどを引き出すことができる

「コンテナ大引戸」を導出した。戸を開放すること

で南北方向に新たな通りを形成し、ダイニングキッ

チンを活用したカフェや、構造壁と一体化した「棚

壁」図書室のテラスとして利用できる。戸を閉じれ

ば東西方向の通り庭が出現し、隣家との接続性を

持った半屋外空間に変化する。これにより住まい手

の状況に合わせて変容するファサードを持った住宅

となる。

【7】結論と展望　

　本研究では、住宅における「意味論的コラージュ

手法」が住まい手と地域環境との相互作用の中で動

的に再編していく設計概念であることを提示した。

設計ではこの手法を外構計画まで適用することで、

住宅におけるプライバシーを尊重した個々の豊かな

暮らしと、地域コミュニティとの接続という対照的

な命題を両立する住空間の展開可能性を見出すこと

ができた。空間要素への解釈を広げることで、画一

的な住空間によって固定化された生活像を更新して

いくきっかけとなることを期待する。


